






















































































































































































































































































































































































































































































































な、先に帰るねって、言ったんですけど。S 先生に会って…＜ C 男が＞じっと
見ていて、そうしたら S 先生が、…君最後までいなよって言って、そうしたら
また話そうねって言ってくれたら 0 分もいられないと思ったのが２時間ぐら
いいたんですよ、静かに。（ふーん）へえっと思って。で、いろいろ S 先生の
口を通して言ってくれていることは、彼がおとなしくきいているということは
彼の言葉なのかなって思って。
　このように、援助つきコミュニケーションの方法との出会いが、理解者の出現と
して本人に受け止められていたとの母親の語りがある。それまでの周囲の手探りに
よる意思確認から、本人の気持ちが直接聞けるようになった驚きが語られている。
それは、本人の援助つきコミュニケーションに対する反応がそれまでになかったよ
うな特別な反応であり、そのような援助つきコミュニケーションを受け入れている
姿は、母親にとっては援助つきコミュニケーションが真正な本人の言葉を引き出し
ているのだ信じるに足る反応であろう。
ま と め
　これまで、当事者の母親の語りを紹介しながら、援助つきコミュニケーションが
当事者と家族に与える影響を描き出すことを試みてきた。従来のコミュニケーショ
ン方法から排除されてきた人々は、コミュニケーションの不成立を本人の能力とい
母親の語りからみた重い障がいのある子どもとのコミュニケーション　
う観点から一義的に説明されてきた。しかしながら、コミュニケーションは、相互
的関係性の中で成立するものであり、常に当事者の言語に関する能力のみならず、
かかわる側の問題が問われる事象である。援助つきコミュニケーションの導入には、
まず、当事者が表現したい気持ちを持っているのだということを前提においた援助
者の姿勢が不可欠である。その上で、具体的な方法論上の問題を検討してゆく必要
がある。援助つきコミュニケーションは、当事者や家族の間のコミュニケーション
をより円滑に成立させるための強力な手段である。援助つきコミュニケーションの
使用が当事者やその周囲の人に広がりつつある現在、さらに一層、援助つきコミュ
ニケーションの広がりの実態やその方法の習得プロセスなどは、研究課題として重
要なものとなるだろう。
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